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実施団体 PLANET(HIV・エイズとともに生きる会）

実施事業名 第３１回　エイズキャンドルパレード（メモリアル）

これまで継続してきたエイズキャンドルパレードの形式をかえ、参加者が自由に
話せるように一カ所にとどまり、メモリアルとして開催した。これにより参加者どう
しの交流をはかり、HIV.・エイズについて考える時間を設けてもらうことを目的と
した。

具体的な活動内容

事
業
実
績

対象となった人数
（実数）

13人

令和5年5月20日（土）午後6時半から8時ごろまで、京都市役所前広場にて第31
回エイズキャンドルパレード（メモリアル）を開催した。今回は、はじめて京都レイ
ンボープライド代表や副代表のかたに参加頂いた。3人のスピーカーが話、後に
参加者から意見を伺い、最後に京都レインボープライド代表かつシンガーのか
たからアメイジンググレイスを歌っていただき終了となった。参加者からは、薬害
エイズやエイズパニックについてはなされるかたや、啓発の難しさをはなされる
かたがいた。反省点としては、SNSで少し反響があったため参加者は増加する
と思っていたが逆に参加者は減っていた。これについては、来年インスタグラム
などを使用しライブ試聴ができるようにしたりHIV・エイズ関係団体に直接挨拶に
伺い参加を促すようなことをしていく必要がある。PLANETのミッションは何か再
考し、団体としてできることを検討していく。

事業の達成度
新しい参加者との交流という意味では、京都レインボープライドの関係者に来て
頂き、達成している。参加者数については、昨年の20人を下回り達成はしてい
ない。SNSで発信し、一定の反応はあったが参加者数は増えなかった。

事業の目的






